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2016年3月期第1四半期の連結業績は、前四半期比では純利益を除いて減収減益となったものの、
前年同期比では大幅な増収増益となりました。前年同期比の増収は13四半期連続、前年同期比での
営業増益は8四半期連続です。

前年同期比で業績が伸びた要因として、PCの需要減に伴うHDD市場の在庫調整によりピボットアッ
センブリーおよびHDDスピンドルモーターの需要が減少した一方で、ボールベアリング、LEDバックラ
イト、スピンドルモーター以外の各種モーターおよび計測機器等の幅広い用途での需要増加があった
ほか、買収したSartorius メカトロニクス タンク&ホッパーの上乗せがありました。

為替の影響は、売上高で前年同期比プラス129億円、前四半期比プラス7億円あったと推計していま
す。営業利益への影響は前年同期比プラス12億円、前四半期比プラス2億円との推計です。
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売上高は前年同期比28.0%増の1,274億円となり、昨年記録した第1四半期としての過去最高を更
新しました。なお、前年同期比の増収は13四半期連続です。今後も需要の増加傾向は続き、ボー
ルベアリング、LEDバックライトなどを中心に増収が続くと見込んでいます。
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営業利益は前年同期比18.9%増の125億円となり、こちらも昨年記録した第1四半期としての過去
最高を更新しました。なお、前年同期比での営業増益は8四半期連続です。営業利益率は9.8%と
なりました。今後も需要の増加傾向は続き、LEDバックライトなどを中心に増益が続くと見込んでい
ます。
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機械加工品事業セグメントの売上高は、前年同期比11.9%増の410億円、営業利益は前年同期比
4.2%増の100億円となりました。営業利益率は前年同期比1.8ポイント低下し24.3%となりました。
ボールベアリングの外部販売が好調だった一方で、HDD市場の在庫調整によりピボットアッセンブ
リーの販売数量は前年を下回りました。

ボールベアリングの売上高は、前年同期比18.9%増の246億円となりました。自動車向けおよびエ
アコン向けを中心に力強い需要の伸びが続いており、月次の外部販売数量は6月には1億6,000万
個と、過去最高を更新しました。

ロッドエンド・ファスナーの売上高は、前年同期比20.0%増の81億円となりました。世界の民間航空
機需要は堅調に推移しており、今後も社内拡販体制の整備とコスト削減を強化することで、収益改
善に取り組んでいきます。

ピボットアッセンブリーの売上高は、前年同期比9.8%減の83億円となりました。前四半期からHDD
市場の需要減が続いていますが、徐々に回復に向かうと想定しています。
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電子機器セグメントの売上高は、LEDバックライトの伸びを中心に前年同期比37.2%増の863億円
、営業利益は前年同期比73.2%増の56億円となりました。営業利益率は前年同期比1.4ポイント上
昇し6.5%となりました。

モーターの売上高は、前年同期比7.7%増の397億円となりました。世界経済の回復を受けてほと
んどのモーターにおいて売上が増加しましたが、HDDスピンドルモーターにおいて、シェアは上昇し
たもののHDD市場の縮小を受けて数量減となりました。

エレクトロデバイスの売上高は、スマホ市場における超薄型LEDバックライトのシェア拡大により前
年同期比72.9%増の378億円となりました。第1四半期は季節的に需要の低い時期だったため前
四半期比で減収となりましたが、第2四半期以降は大手スマホメーカー各社の新モデルの出荷が
開始されるため、売上、利益とも第1四半期を大きく上回る見込みです。

計測機器の売上高は、前年同期比3.1倍の82億円となりました。既存事業が順調に伸びているほ
か、買収したSartorius メカトロニクスタンク&ホッパーが第1四半期より上乗せされた影響もありま
す。利益率はSartorius メカトロニクスタンク&ホッパーの上乗せ後も、高い水準を維持しています。
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純利益は、前年同期比47.2%増の101億円、一株当たり純利益は26.9円となり、いずれも昨年記
録した第1四半期としての過去最高を更新しました。前年同期比での純利益の増加は9四半期連続
です。
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販管費は、前年同期比32億円増加し170億円となりました。売上高販管費比率は前年同期比で
0.5ポイント低下し13.3%となりました。これは、為替の影響による増加およびSartorius メカトロニ
クス タンク&ホッパーの新規連結による増加等のためです。
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第1四半期期末のたな卸資産は、前期末比23億円増加し945億円となりました。
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第1四半期の設備投資は138億円、減価償却費は75億円でした。2015年3月期においてLEDバッ
クライトなどで能力増強投資を行いましたが、今期の設備投資は減価償却を大幅に下回る水準と
なる予定です。
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このグラフは、有利子負債総額から現預金を差し引いたネット有利子負債の推移です。

第1四半期末におけるネット有利子負債は974億円となり、前四半期末比43億円の増加となりまし
た。純利益が増加したものの、一方で期末配当や賞与支払い等資金需要が増加した事が影響した
ためです。フリーキャッシュフローは29億円のマイナスとなりました。

今期は利益の伸びが見込めるため、フリーキャッシュフローは286億円のプラスへ更に拡大する見
込みです。
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これは、今期2016年3月期の業績予想をまとめたものです。

第1四半期は計画を上回る利益を達成し順調なスタートを切ることができました。この実績を勘案し
、5月に発表した通期予想を上方修正します。なお下半期の予想の変更はありません。

製品別では主力製品のボールベアリング外部販売の増加、LEDバックライトの一部アッセンブリー
を伴う事業拡大とシェア拡大、HDDスピンドルモーターを除く各種モーターの収益改善、計測機器
の堅調な需要増加などにより、今期は4期連続の増収増益で、売上、利益とも過去最高を更新する
と見込んでいます。
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セグメント別の業績予想はこの通りです。
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好調な業績をふまえ、未定としていた中間配当を前年比4円増配の10円といたします。期末配当に
ついては現時点では未定としていますが、年間での連結配当性向20%程度を目途に配当水準の
向上にも努めます。
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カンボジアにおけるスマートシティ構想の一環として取り組んできた、高効率LED街路灯設置プロジ
ェクトについて説明します。

このほど、環境省JCM設備補助事業への採択内定を受け、2016年初頭より約9,000本の無線ネッ
トワーク高効率LED街路灯をプノンペン市内およびアンコールワット周辺等の5か所に設置する予
定です。

この製品は、無線技術と光学技術というミネベア独自の技術を融合させた複合製品です。本年5月
に発表した新「5本の矢」戦略の一つとして、ミネベアの成長の次なるステージに向けて、このカンボ
ジアにおける高効率LED街路灯をショーケースとして世界各国へ展開を図り、新しい収益の柱とす
ることを目指します。
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このたび、業界初となる光の配光角を自動で調整できるLED照明器具SALIOTを量産、販売開始し
ました。この製品は、当社独自の光学、回路、メカニカル、モーターおよび無線技術を融合した複合
製品で、業界で初めて、発光ダイオードとレンズの距離をモーターで制御することで、光の照射域や
角度を調整できます。また、業界初のBluetooth Mesh無線制御システムにより、スマホやタブレット
を使った広範囲での同期稼働が可能です。

このような照明器具およびスマートネットワーク関連製品の拡販体制の構築に向けた取り組みとし
て、タイのCTI社を総販売元とするパートナーシップを締結する予定です。このCTI社を通して、ミネ
ベア専用の照明ショールームを開設し、LED照明器具SALIOTや高効率LED街路灯をタイ国内の
商業施設等に拡販していきます。すでに、カーディーラー向けの商談も進んでいます。今後、さらな
る拡販体制の構築を目指し、販路を日米欧へ拡大していきます。
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